
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

市役所が「市民の役に立つ所」と言われるよう、市役所の顔として、適正かつ公平
で効率的な業務を遂行できるよう日々努力してまいります。特に平成 28 年度は、新庁

舎への移転、基幹システムの更新にあわせ、顧客である市民の皆さんの目線に立った
窓口サービスを再構築し、ご提供することで、皆さんに満足していただけるようセン
ター職員一丸となって取り組んでまいります。 

また環境行政では、“５Ｒを推進し循環型社会を目指します”をスローガンに、市民の
皆さんで構成する生活環境問題研究会からの環境施策提案の実現に向けて、市民の皆
さんと協働して取り組んでまいります。市民の皆様方におかれましても、日々の皆さ
んの環境活動を通じて、家庭・地域に市民の環境美化意識の醸成が広まるよう、ご協
力をお願いいたします。 

 

⁸ ֻ ֥ ̓ᴁ ☻Ҋ  

₳ ₴↓  

₳ ₴↓ ׄ ⁸ ʝ  

税金や年金、医療など暮らしに身近な手続きの簡素化、利便性の向上が期待される
番号制度の平成 28 年１月からの利用開始に向けて、現在、その的確な導入に取り組ん
できました。 

また、平成 29 年１月には新庁舎での業務が開始されますが、市民の皆さんの暮らし
に最も身近な業務を所管している部署である市民総合窓口センターでは、この行政環
境の変化を新たな市民総合窓口構築のチャンスと捉え、本年度、部内に窓口業務検討
会を発足し、行政事務の効率化と、市民の皆さんにとって利便性の高いサービスの向
上を目指した新たな窓口サービスの向上に向けた提案を取りまとめました。下半期に
は、総合窓口機能を持った次期電算基幹システムが選定されたことから、平成 28 年度
にはＩＣＴ技術も高度利用することで、顧客目線に立った市民の皆さんの満足度の高
い窓口サービスを再構築することが課題となります。 

Õ 市民総合窓口センターは市民に身近な窓口として、
市民窓口グループ、市民生活グループ、税務グルー
プの３グループで構成しています。 

◆市民窓口グループ（正職員１５人）の主な仕事 
   戸籍・住民票、国民健康保険、国民年金、医療

費助成に関すること。 
◆市民生活グル―プ（正職員７人）の主な仕事 

   環境、公営住宅、市民相談、いきいき号に関す
ること。 

◆税務グループ（正職員１９人）の主な仕事 
  個人市県民税、固定資産税、法人市民税、納付

相談に関すること。 

 

Õ 市民総合窓口センターは、日常生活に必要な、さまざまな手続きや、各種制度の説
明、困りごとなどの相談、行政サービスの原資となる税に関する業務など、市民の
皆様の最も身近な窓口です。また、業務の性格上、市民の皆様の個人情報が集まる
場所であることから、徹底した情報管理が求められる部署になります。 

 

  

 

   

⁸☻  ̔  ֻ  
TEL 0566-52-1111（内線 365） FAX 0566-52-1110 

E-mail seisaku@city.takahama.lg.jp 
 

発行年月 平成 28年３月 

 

市民総合窓口センター長  

大岡英城 

Õ 高浜市では、「住んでよかった！」「いつまでも住み続けたい！」と思え

るまちを目指し、行政だけでなく、市民の皆さんとともに、みんなで力

を合わせてまちづくりに取り組んでいくことを基本姿勢としています。 
 

Õ まちづくりの第一歩は、まちの課題を知ること、情報を共有することか

ら始まります。そこで「今、高浜市ではどんなことが課題になっている

のか」「そのために、市役所ではこの１年間で、どんなことを重点的に取

り組んでいこうと考えているのか」といった取組項目や推進の決意を「○

○部長の実行宣言」として部局ごとにとりまとめ、４月に公表しました。 
 

Õ １年間の取組みを振り返り、課題・成果を今後につなげていくため、今

年度の取組状況と来年度のアクション（案）などについて、紹介します。 

 
 

Õ
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第６次高浜市総合計画 平成 27 年度版アクションプラン 

№31「みんなでまちをきれいにします事業」 

 
 

 

 

 いよいよ、今年度から番号制度が始まります。
本市としては、まず、その基盤構築の第一弾であ
る市民窓口グルーブにおける通知カード送付関
連業務の適切な遂行を実施するとともに、番号制
度導入によるサービス展開をするために必要な
本市が保有する戸籍・市民、国保、年金、税シス
テム等の基幹システムの修正対応範囲の研究及
びその対応を確実に実施する必要があります。本
年度は部内に窓口業務検討会を発足し、窓口業務
改善と併せて研究に取り組んでいきます。 

また、今後行政サービスの高度化展開の様々

な可能性をもった番号制度の有効活用のため

には、市民に番号制度活用のメリットを周知

税の公平性、公正を 

確保するため 

徴収率の向上を図ります！ 

【担当 税務グループ】 

 

番号制度に的確に 

対応していきます！ 
 

【担当 市民窓口グループ・税務グループ】 

 
Õ 番号制度（個人カード）の市民ＰＲに取り

組みます。   ₳ ₴ ὕ 
Õ 個人番号の市民通知を実施します。 

ὕ  
Õ 番号制度導入にともなう対応システムの

準備並びに窓口業務の見直しの研究・検
討を部内検討会に設置し、取り組みます。 

₳ ₴
ὕ  

 

さらなるごみの減量に向けた 

取組みを進めます！ 

 

【担当 市民生活グループ】 

 市税の滞納は、負担の公平性の観点から重要
な問題であり、差し押さえ等地方税法に基づい
た毅然とした対応が納税者の不公平感をなく
し、市民の自主納付を確立することとなりま
す。このため、徴収体制を拡充し、滞納者に対
する収納対策を強化することにより、徴収率の
向上を図る必要があります。 

 
Õ 市民主体の会議（生活環境問題研究会）

によるごみ減量施策の研究を開始し、提

案を受け事業化を目指します。   

  ₳ ₴ ὕ 

Õ 不燃物埋立場の利便性向上策を実施しま

す。          ὕ  

平成 26 年度からスタートしている「高浜市

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」のごみ減量

の数値目標達成のため、分別収集機会の増大、

生ごみ堆肥化補助の充実など、さらなるごみ減

量の取り組み等を生活環境問題研究会と協働

して進めます。 

 
Õ 口座振替の推進及び特別徴収義務者の

拡大を図ります。  ὕ 

Õ 電話催告による納付促進を強化し、自主

納付の促進を図ることで、債権管理計画

に基づく平成 27 年度目標徴収率の達成

を目指します。₳ ₴ ὕ 

Õ 滞納整理システム導入の費用対効果を

十分に把握した上で、平成 28 年度の当

初予算に計上を目指します。        

     ὕ 

子ども環境美化推進員の 

登録を拡大します！ 

 

【担当 市民生活グループ】 

 
子どもたちや各小学校などが企画した環境

学習に対し、環境美化推進員制度を活用し、消

耗品等の支援、環境学習施設等への視察などを

支援します。 

 
Õ 環境美化推進員に未登録の小中学校と

協議を開始します。  ὕ  

 

Õ 登録団体が企画した環境学習を支援し 

ます。        ὕ  
 

 

 

 

   

 

 

第６次高浜市総合計画 平成 27 年度版アクションプラン 
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₳ ₴↓ ⁸ ֻ ֥ Ҙ Њ ֝  ˹₴↓ ֝ ₴↓  

具体的には…【計画と実行状況】 

 

 
Õ 番号制の導入に併せ、窓口対応等にかかる

事前勉強会を実施していたことから、大き
な混乱を回避することができています。 

Õ 国（地方公共団体情報システム機構／
J-LIS）から市にマイナンバー（個人番号）
カードが届いているものの、国のシステム
の不具合により、カードの交付前設定処理
に遅れが生じています。 

Õ 窓口業務検討会を部内に設置したことによ
り、１階フロア全体を通しての来庁者の動
線やレイアウトの研究・調整を行うことが
できています。 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ 引き続きマイナンバー（個人番号）カー

ドの普及ＰＲに努めるとともに、確実・
スムーズな交付を行います. 
＊予約制・土日も開庁時間に合わせて対応 

 ὕ ʴ ̊  
Õ 新庁舎移設に向けた新たな市民総合窓口

の構築に取り組むとともに、コンビニ交
付などのマイナンバーカードを活用した
新たな行政サービスの導入に向けた研究
を行います。ὕ ʴ ̊  

来年度の具体的なアクション（案） 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

 
Õ 固定資産税納税者を中心に口座振替の

推進を行いました。 

Õ 昼間・夜間の電話催告により、自主納付

に結びつけることができました 

Õ 滞納整理システム導入については、平成

29 年１月に導入される新基幹システム

の内容により要否を吟味します。 
 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ 粘り強く催告し、折衝を強化することで、

自主納付による滞納解消に結びつけてい

きます。    ₳ ₴ ὕ  

Õ 調査を強化し、自主納付による滞納解消

の見込みがない者に対しては、差押によ

る滞納解消に結びつけていきます。 

₳ ₴ ὕ  

来年度の具体的なアクション（案） 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

 
Õ 市民主体の生活環境問題研究会を設置

し、計８回の会合により、身近なごみ問

題について論点整理を行うことができ

ました。 

〔主な論点〕生ごみの減量のための支援策

について、民間分別収集拠点の活用と分

別収集拠点のあり方について 
 
Õ 不燃物埋立場において埋立方式から複

数のコンテナに分別する方式とし、より

リサイクルしやすい環境を整備するこ

とができました。 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ 新たな生ごみ堆肥化補助制度を実施し

ます。（補助対象上限額の見直し） 

 ὕ  

Õ 分別収集制度の周知、民間分別収集拠点

の紹介、時代に即した分別収集方法につ

いて町内会と連携して進めます。 

        ὕ  

来年度の具体的なアクション（案） 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

 
Õ 水生生物調査や「循環型社会」の実現に

向けたポスター募集など子ども達が環境

について考える機会が提供できました。 

 

Õ 環境美化推進員として、新たに小学校１校、

中学校１校に登録していただきました。 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ 環境美化推進員に未登録の小学校と登

録に向けた協議を開始します。 

 ὕ  

 

Õ 水生生物調査、「循環型社会」の実現に

向けたポスター募集など子ども達が環

境について考える機会を提供します。 

       ὕ  

来年度の具体的なアクション（案） 

遅延

３月 
完了

12 月 
完了

３月 
完了

２月 
完了

12 月 
完了

３月 
完了

５月 
完了

３月 
完了

４月 
完了


